





































挨拶として “Sasa ?” （今は〔どう〕？）や“Vipi ?”（ど
う？）も多用されるが、“Hawayuni ?” は全く耳慣




　無論、熱狂の謂われは“Niaje wasee ?” の方だっ
た。“wasee” (sg. msee)の語源はスワヒリ語で「大
人、 老人」を意味する“wazee” (sg. mzee) なのだが、
語意は「てめえら、 あんたら」へと遷移し、“Niaje 























があり、また“Niache niimbe” (“Let me sing.”ま



















































































































































































































































































































（1）Liangyou: Kaleidoscopic Modernity and the 
Shanghai Global Metropolis, 1926-1945 
(Modern Asian Art and Visual Culture)書評
―菊池敏夫、孫安石担当
（2）「『良友』と『時代漫画』における漫画家」
城山拓也
（3）今後の日程、内容相談（上海会議、論文集
の刊行など）
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【新人所員紹介】
中国語学科　劉 　驫　外国人特任助教
　神奈川大学外国語学部外国人特任助教の劉驫
（リュウヒョウ）と申します。現在、主に「言語
学」と「第二言語習得」という2つの分野の研究
に取り組んでいます。言語学の研究に関しては、
これまで談話文法の立場から指示・照応現象を中
心に、日本語、中国語及び英語を対象言語として
理論的な対照研究をしてきました。いまは歴史語
用論の観点から中国語指示詞の歴史的変遷の解明
を目指しつつ、古代日本語との通時的な対照研究
の可能性を探っています。第二言語習得の研究に
ついては、2015年度に日本語母語話者の中国語
文法習得における問題点を解決するため、「京都
大学中国語学習者コーパス」の構築を完成しまし
た。現在は中国語教育の難点とされる機能語の習
得研究を中心に行い、学習者の習得状況に基づい
た教育文法の構築と効果的な教授法の実現を目指
しています。
（ 8 ）
【新人所員紹介】
国際文化交流学科　鈴木　祐一　助教
　2015・16年度に、日本学術振興会の科学研究
費助成事業（研究活動スタート支援）の支援によ
り、どのように効果的に外国語学習の間隔を調整
できるかを調べている。同時に、個人の特徴（適
性）に合った学習間隔も特定するために、実証研
究を行っている。外国語教室で外国語学習に使え
る時間は限られており、 練習時間は変えずに、練
習の間隔の空け方を変えるだけで、外国語の習得
を促進することはできるのだろうか。例えば、 1
日開けて繰り返し練習するのと(集中学習)、7日
間空ける（分散学習）のでは、どちらの方が文法
知識の定着が促進されるのだろうか。更に、記憶
や言語分析の得意・不得意（適性）という個人差
要因によって、最も効果的な練習間隔の空け方が
変わる可能性がある。以上の問題意識から、分散・
集中学習と適性の役割を同時に調べるために実験
を行い、外国語学習のメカニズムの解明、そして
外国語教育に役立つ情報を得ることを目標として
いる。
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【言語学研究叢書No.5の紹介】
「英語学習動機の減退要因の探求」
－日本人学習者の調査を中心に－
菊地　恵太
　18歳人口の減少に伴う「大学全入時代」の到
来は、私たちが日ごろ接する大学生の多様化を生
んでいる。例えば、後期に受け持っている必修授
業の履修生の中には、教員の目が届かなくなった
と思うとすぐにスマートフォンの画面に目を移し
ているものもいる。授業中は、携帯電話をオフに
しましょう、私語を慎みましょうと何度も注意し
ていると教員の意欲も低下してしまうであろう。
このような学生は周りの雰囲気さえも変えてしま
う。こういった学生の外国語学習への意欲を高め、
学習を維持させ、高い目的意識を持って少なくと
も大学卒業までの4年間勉強に励んでもらうの
は、どのようにしたらよいのだろう。
　昨年３月に出版させて頂いた拙著では、今まで
の先行研究と私が行ってきたアンケートやインタ
ビューを中心とした研究をまとめ、どのような経
験が日本人英語学習者の学習動機の減退要因につ
ながるかに関して議論した。外国語学習は地道で
長い期間の必要なプロセスである。そのプロセス
の中で学習者は「教員の言動」「授業環境」「周り
の人々からの影響」などによってやる気の減退を
経験する。本書では、そういった経験をしている
学習意欲の構造を分析しながら、現場の教員が
様々な学習者を扱うべきかを考察した。
　考えてみれば、私自身も多くの経験によって英
語学習意欲の減退を経験した。暗記や訳読ばかり
を課せられた高校時代、毎回眠気に襲われる退屈
な大学での授業など経験をしても今でも英語学習
の意欲を失わないでいる。そのような学習者をど
うやって育成できるか、そうした疑問への答えも
本書を読みながらぜひ考えていただければと
思っている。本書ができるだけ多くの方々の目に
触れ、どのように英語学習動機減退要因を対処し
ていけばよいかを考え、多くの外国語学習者のや
る気を維持させるきっかけになればと切に願って
いる。
